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   古田敏雄君との楽しい思い出 

 

木村 建一 

別れ 

 

親友古田敏雄君が 2013 年 8月 5 日、私ども

の期待も空しく、遂に帰らぬ人となってしまっ

た。その 3日前、東京医科学病院に木村誠之助

君と二人でお見舞いに伺ったばかりだった。病

床に横たわり眼をつぶり、顔色は普通だった

が、苦しそうに酸素吸入をしていた。血圧表示

で上が 85、平均が 55 を指していたのを見て、

これは大変だと思った。綾子夫人が頬を軽く押

して、二人の来室を告げてくださると、微かに

頷いて一寸涙が見えたように思えた。こちらか

ら声をかけても返答はなく、ややあって綾子さ

んは「覚悟しています」と小声で仰った。窓か

ら入る淡い光が苦しそうな頬を照らしていた。

四十分ほど経ったであろうか、やるせない気持

ちで奥様にご挨拶を申し上げ、おいとまして帰

った。これが最後の別れの時となった。 

 

通夜と葬儀 

 

通夜は 8月 9日、葬儀は 8月 10 日、ともに

代々幡斎場でしめやかに行われた。とても暑い

頃で私は自宅から遠いこともあり、通夜だけに

参列した。ピロティ同人から 1対の供花が飾ら

れていたが、参列者はさほど多くなく、多くの

優れた業績を残した故人にしてはやや寂しい簡

素な式であった。 

少し早めに会場に到着し、受付を済ませたと

き、清楚な喪服の綾子さんとピロティの仲間数

人とでお悔やみの立ち話を交わした。79 歳と

いう日本人男性の平均寿命の生涯としては短か

すぎたが、ご本人にとっては、多くの友人に惜

しまれながら世を去るというのは、独り長命で

一生を寂しく終わる人よりも却って幸せなので

はないかと申し上げた。綾子さんに失礼だった 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かもしれないが、いくらかお慰めになったの

ではないかと思う。 

一度も健康診断を受けたことがなかったとい

う話は聞いていたが、それだけ密度濃く生きる

という人生設計は見上げたものだと感心する。 

翌日の葬儀では誠之助君がピロティ同人を代

表して弔辞を捧げてくださることになった。後

で聞くと、他には弔辞を述べる方がなかったと

いうことを知り、彼に大いに感謝したい。 

 

新入生の頃 

 

 1953 年の 4月、大隈講堂での入学式を終え

た 95名の新入生は教室に集められ、クラス担

任の吉阪先生の話に耳を傾けていた。どの教室

 

代々幡斎場の祭壇 

祭壇の遺影 
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だったか忘れたが、窓の外には美しい桜の花が

咲いていた。先生の一言「君達は皆何でもいい

から一番になれ」は語り草になっている。やや

あって、「一番になる方法を教えてやる」と。

「それには人のやらないことをすることだ」と

仰って、一同ギャフンとなった。その一言の所

為かどうかわからないが、時が経つにつれて気

の合う友達のグループがあちこちにでき、やが

て少しずつ大きなグループに成長していった。

その中でよくしゃべる古田君はいつも中心人物

であった。 

 

 

旅行 

 

 仲間同士で旅行にはよ

くでかけた。富山出身の

古田君は土地柄山登りが得意で、今思うとかな

り方々歩き回ったものだと思う。皆写真機を携

えて旅したお蔭で、旅先での写真が多い。 

 立山は古田君にとっては庭のようなもので、

あらゆる山道を知り尽くしていた。彼の慣れた

案内のお蔭で、効率よく足を運ぶことができ

た。こうして友情も芽生えてきて、次第にそれ

が確かなものになっていった。 

 上信越国立公園にハイキングに行ったときに

は湯沢温泉で一泊。横一列の写真は珍しいが、

却って思い出が深い。 

21 号館前の広場で 

 

湯沢温泉の露天風呂で裸の付き合い 

 

 
剣岳を目指していたところ、悪天候のため途中で引き返す 

ことになってしまった。 
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 埼玉県と山梨県との県境に聳える国師岳に登

った。天気がよくて頂上まで登れたが、そのあ

と大雨になった。早く帰ろうとして私が先に立

って草の中を下り始めたところ、間違った方向

の沢だった。多分山男の古田君に呼びもどされ

たのだと思う。危なく遭難の一歩手前だった。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上信越芝原峠付近 

 
戦場ヶ原で男体山を背に 

 

 
 
東照宮陽明門の傍らで 

左 

これはどこだったか思

い出せないが、なかな

かいい写真だと思う 

 

 

 

 

 

 

下 

伊豆南端石廊崎にて 

 

 
国師岳でキャンプ 

伊藤直明君の弟さんも一緒 

 

 日光にも仲間で訪れた。派手な綺羅びや

かな装飾で批判のある陽明門だが、全体の

形態は整っていると感じた。 
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学内にて 

 

 建築学科の製図室は木造の 15 号館の２階に

あった。２年生で初めて製図版の前に腰かけ、

T定規と三角定規を使い、建築の学生としての

自覚がこみ上げてきた。設計製図前期の授業担

当は木村幸一郎先生と十代田三郎先生で、実際

の設計図のコピーであった。後期は明石信道先

生と非常勤講師の伴野道良先生とが住宅の設計

課題を担当された。 

  設計実習も製図室で行われた。印象に残っ

ているのは今和次郎先生の様式演習で、黒板に

白墨で描かれるアカンザスの丸っこい葉の見事

さは忘れられない。当時物質的には恵まれなか

ったが、武先生、吉阪先生、安東先生、松井先

生、谷先生、井上先生らが 30代で、溌剌たる

指導者に恵まれていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 3 年生になると、専門科目の講義が多くな

り、12 号館という木造平家建ての教室で行わ

れた。 

冬は寒く、中央にダルマストーブが置かれてい

たが、学生は皆外套を着て授業を受けていた。 

 

10 号館 4階にデッサン室があった。あるとき、その屋上で写真をとろうとしたら、われもわれもと大勢が集まってきて横一列

に並んで大笑いになった。特に古田君は大はしゃぎしていた。 

 

 

 

製図室にて、右手前が古田君 

 

真ん中にいるのが古田君 

  

  今井先生作の演劇博物館の前で 
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建築展 

 

 毎年秋に開催される建築展には 3 年生が主体と

なって展示を企画実行するのが通例であった。こ

のときは武先生のご提案で「人々の集まる場所」

が統一テーマとなった。10 人ぐらいのグループ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

がそれぞれの方針に従って共同設計を行い、石膏

模型を作製して展示した。 

 われわれのグループは、確か学生達の集まる場

所として、早大構内に近い甘泉園を敷地に選ん

で、学生たちの施設を計画したと思う。 

 初めての共同作業で実のある経験と楽しい想い

出を味わうことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画案の協議中。古田君がリーダー格。 

 

今井先生のご指導を受ける 

 

 

建築展当日 一同勢ぞろい 

 

完成した作品模型を前にして 

 

建築展の入場券 
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ボイション 

  

建築展の共同作業が切っ掛けとなって、おぼろ

げながら、仲間意識が生まれてきた。休み時間

には将棋や五目並べなどに興じていた。 

 口から先に生まれてきた、というだけに矢鱈

と口数の多い古田君は、井上先生の建築設備の

講義に出てきたボイラに因んで、“油に火を注

ぐ”という譬えをもじって、“ボイラにション

ベン”と言っていた。それを頻繁に使うように

なったので、“ボイラにションベン”は長いし

品がないので、“ボイション”にしたらどうか

と私が提案した。それがいつの間にかにか古田

君の綽名になってしまった。ご本人も満更でも

なかったようで、後に自分でも“Boyshon”と

サインをしたりしていた。 

 そんなことがあって、ボイション君は同人誌

を作ろうじゃないか、と提案してきた。それは

いいことだ、ということになり、彼は自分が言

い出しっぺだから編集を担当すると宣言した。 

 

PILOTIS 誌の誕生 

 

 当時製図の図面はトレペー(tracing paper)

に鉛筆で描き、それを白焼きにして使うのが常

であった。それに倣い、原稿は各自が文章やス

ケッチなどを勝手にトレペーに書いて、古田君

に渡し、彼がそれを集めて編集して、印刷製本

するということになった。 

 やがて誌名をどうするか、という相談になっ

たとき、なかなか名案がなかったが、私がピロ

ティではどうか、と恐る恐る呟いた。そのとき

周りには何人かいたが、即座に皆賛成というこ

とではなかった。そのために皆で集まることも

なかったので、そのあとどうなったのか、ひょ

っとしたら麻雀の席で決ったのかも知れない。 

 さて、原稿はなかなか集まらない。編集・製

本が完成したのは、卒業後１年以上経ってから

で、ある日皆に配布された。それを手にしたと

きにはとてとても嬉しかった。 

表紙が「PILOTIS I と

なっているのには驚い

た。「まえがき」、

「目次」、「あとが

き」など全部古田君一

人でやってのけてくれ

た。皆で彼に感謝し、

どこかで記念の会食を

したと思う。      創刊号の表紙 

 編集者の古田君が２編９ページをものし、彼

の並々ならぬ熱意が感じられる。同人 12 名が

名を連ねている

が、別のページ

に同人名簿があ

る。この他に上

村幸之、小鳥居

延行、佐藤正

男、洲戸昌、平

沢勇、松岡秀

直、村山和彦、

八谷恒治、松 

創刊号の目次       

原治の名が見える。不思議なことに、この第 1

号には発刊の年月日がどこにもない。ところが

よく見てみると、

伊藤君の原稿には

ビハインドのお詫

びが書いてあり、

その末尾に

33.12．20 とある

のを 発見した。 

 

 

古田君執筆の檄文 本稿 p.20 に打ち直したものを掲載した 

スケッチの左下に Boyshon のサイン 

 多分ビハインドの人が多かったに違いない。

私の原稿は伊藤君の次になっていて、ビハイン

ドのお尻かと思ったが、読んでみると、前に提

出したのを取り下げて別のことを書いたとある

ので、多分しびれを切らしていたのだと思う。 
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したがって、創刊号の発行日は、1958 年 11

月ごろだと思われる。やきもきしていた古田君

の心情が偲ばれる。確か卒業前だと思っていた

ので、文脈上建築展のあとに入れてみた。当初

の原稿提出締切日は卒業前だと思われるので、

このままでいいことにする。 

 

高学年時代の楽しい想い出 

 

 皆写真に凝っていた。以前の号に私は引伸器

を自作して、それで焼いた写真を紹介した。あ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

るとき印画紙の話になった。私は「月光」を専

ら使っていたが、古田君が「シーガル」と 

 

  大隈大講堂を背にして 

るとき印画紙の話になった。私は「月光」を専

ら使っていたが、古田君が「シーガル」という

新発売の印画紙が大きく伸ばすには安くていい

という。ここにある 2枚の大きな写真はそのシ

ーガルで引伸したもの。少し軟らかい感じで、

そのあとあまり使わなかった。2001 年にこの 

世を去ったピロティ仲間の伊藤直明君は、有名

な同潤会の江戸川アパートに住んでいた。確か

大学 3年生の秋に虫垂炎で入院し、退院後のあ

る日、そのお宅での快気祝いに招かれた。 

 クリスマス・パーティーが木村誠之助君のア

パートで開かれた。かなりみんな酔っぱらって

いい気分だった。デコレーションケーキのデザ

ートも用意されていた。 

 

 

 

 

21 号館前の広場に面した階段のところで 

 

伊藤君虫垂炎手術後の快気祝い 江戸川アパートの伊藤宅 
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 卒業直前の

1957 年 2月、初

めて皆でスキー

に出かけた。場

所は白馬山麓の

細野で、大変楽

しい思いをし

た。そのときの

古田君との一コ

マ。 

 

卒業後の想い出 

 

 卒業式の当日、卒業証書を携えたまま、クラ

ス担任の吉阪先生がわれわれの仲間を含めて集

まった 30人ばかりを四谷の料亭に連れて行っ

てくださった。皆かなりのお酒をいただいて、

帰りは午前様になっていた。その後その料亭今

伸にはわれわれの仲間でよく出入りした。がら

がら声の女将さんも愛想がよく値段も手頃だっ

た。いつも楽しい思いをしたが、数年後に店仕舞

となって残念だった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 早苗会 32年卒の同期会は毎年のように開催さ

れ、よく大隈庭園内の完之荘ですきやき鍋を囲ん

で皆よく飲んだ。終わると肩を組んで校歌を叫ぶ

のが常だった。 

 

同期会 大隈庭園 完之荘にて 

1979 年 新宿サブナードにて 

 古田君が設計を担当した西武新宿駅プリンス

ホテルは電車の運行を続けながらの工事で、さ

ぞ大変だったことと思う。サブナードでの写真は

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クリスマスパーティー 木村誠之助宅にて 

 

 

 

 

多分四谷荒木町の今伸にて 
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古田君から送って貰ったもので、ピロティ会の

面々の若い元気そうな顔がよく写っている。 

 私が建築学会の論文賞をただいたとき、祝賀

会を開いてくださり、大変感激した。その折、

古田君がピロティの仲間を代表して、祝辞を述

べてくださった。有難かった。 

 

 

 

同人誌 PILOTIS の復刊 

 

 新世紀になって間もなく、同人誌 PILOTIS を

復刊しようじゃないかという話が持ち上がった。

これも古田君の声がかりであった。まず以前の

PILOTIS 誌は第 6 号まで発刊されていたと誰

かがいかにも本当らしく云うので、復刊第 1 号

は、以前の表紙のデザインを踏襲することにし、

PILOTIS VII と決まった。 

 ところが、1960 年に PILOTIS VII が発刊さ

れていることが判った。そこで、2001 年に伊藤

直明君が他界されたため、「PILOTIS VII 伊藤

直明君追悼号」として、原稿を集めることにな

った。その頃はまだパソコンを持たない人、ワ

ープロの人、さまざまでどんな形式にするか、

で議論があった。石井洋君が幹事を引き受ける

ことになった。たまたま私の研究室に吉田さん

というパソコンに強い女性の個人助手がいて、

いろいろと手伝ってくれたので、私も編集の手

伝いをすることにした。 

 以前の原稿はトレペーに白焼きであったが、

その当時プリンターが普及していたので、印刷

には便利だった。しかしパソコンの人、ワープ

ロの人、一太郎の人、ウィンドウズの人、マッ

クの人、などまちまちで、統一がとれなかった。

また原稿は書くけど、文章データはできないと

いう人もいて、石井君が打ち込みをしたものも

あった。 

 その、「PILOTIS VII 伊藤直明君追悼号」に

は 15名の原稿が集まり、2003 年 4月 17 日の伊

藤君の命日に配布された。それには信子夫人か

らも心温まる文をいただいた。 

 PILOTIS VIII のときは松岡秀直君が他界さ

れ、一番の親友だった石井君が編集をしてくれ

たが、このときから一般の自由原稿と一緒にし

て発刊された。サイズも以前のものはコピー用

紙だったが、B5判に近いというので、B5判にし

た。当時 A4 判が一般的になり始めていたころで、

第 9 号の幹事を引き受けてくれた山田陽一郎君

の提案で、A4判になり、今日に至っている。 

 その後、原稿の執筆要綱を決めて、各人が人

数分のコピーを作り、幹事が束ねて製本を業者

に頼むことにした。PILOTIS の発刊は幹事回り

持ちで、大体 8 か月に 1 回のペースで比較的順

調に続けられてきた。そのおかげで集まる機会

も年 2 回ほどになり、親睦の輪が確実になって

きた。 

 

ピロティ会 

 

 その中で、年２回開催される彩寿会という早 

稲田建築の卒業生の絵画同好会には木村誠之助

君、丸山昭夫君、浅野雅彦君と私が同人になっ 

 

1982 年 私の建築学会論文賞受賞祝賀会での祝辞 
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2006 年 12 月彩寿会秋季展 建築会館ギャラリーにて 

ているため、その機会を利用して皆で集まるこ

とも常態化してきた。 

 9 月初旬に建築会館ギャラリーで開催される

「建築家たちのスケッチ展」の折にも集まるこ

とが多い。  

 

1908 年 9 月建築家たちのスケッチ展 建築会館ギャラリー 

 馬場璋造君が建築学会の業績賞を受賞したと

き、その受賞祝賀会が建築会館ホールで盛大に

行われ、多くの著名な建築家が集まった。この

ときはまだ古田君は元気な顔を見せていた。 

 
2010 年 9 月建築家たちのスケッチ展のあと、昼食の場を求め

て建築会館の裏通りを歩く 

 蓼科旅行は高橋進君のお世話で 2009 年 10 月

に実現したが、古田君との旅行はこれが最後と

なった。生憎雨続きで、今にして思うと、いか

にも涙雨だったが、高橋君の別荘、清水多嘉示

先生の八ヶ岳美術館、白樺湖などをゆっくり見

学することができた。 

 

ケーブルカーを待つ一行 

 

 浅草界隈スケッチ展というのに私も誘われて

絵を出品していた。このときもピロティの仲間

に声を掛けたところ、数人が集まってくれた。 2009 年 3 月馬場君の学会賞祝賀会 建築会館ホールにて  
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大原君と石井君とがそれぞれお二人で見えた。 

 

2010 年 2 月 浅草中央通のブレーメン・ハウスにて 

写真のあと、永井荷風が行

きつけであったと云われる

アリゾナというレストラン

で会食した。そのときの古

田君はいつもより言葉が少

なかったように思う。 

2010 年 12 月 彩寿会秋季展 建築会館ギャラリーにて 

 この写真ははっきりしないが、このときが古

田君と顔を合わせた最後になった。 

 

古田君の社会活動 

 

多分 1980 年頃だったと思う。古田君が

清水建説の就職担当となって、優秀なデ

ザインの学生をリクルートしにやってき

た。彼の使命は、卒業計画の図面の中か

ら優秀なデザインの作品を一つだけ選び

出して唾をつけることだった。たまたま

私が大学側の就職担当だったが、彼が選

んだユニークな作品の A君は異常な性格

で、清水には向いていないと感じてい

た。案の定 A君は就職後、毎日遅く出社した

り、学生気分で行状が悪く、結局やがて退社す

ることになってしまった。そこで学科主任の穂

積先生とクラス担任だった私が本社に伺い、当

時の取締役だった越山欽平さんにお詫びする羽

目になった。A君は消息不明になっている。         

 その後古田君は取締役

に任ぜられ、建築学会で

は副会長に当選し、1995

－96 年の 2期勤めた。

1995 年には学会の大会が

札幌で開かれていて、お

目にかかった。その時彼

は学会のゴルフ大会で優

1995－96 年 学会副会長時代

勝したという。帰京後

建築会館で何かの祝賀

会があり、谷資信先生

ご夫妻にもお目にかか

った。その時の写真に

私も写っていて、右の

ような送り状を添えて

送ってくれた。 

 このときばかりでなく、古田君は旅行や何かの

集まりで撮ったスナップ写真を数日後に一文を添

えて送ってくれるのが常だった。これはとても有

難く、嬉しかった。超忙しい人なのにこまめで、

いつも感心していた。 

 母校の非常勤講師を数年間勤めた。池原義郎先

1995 年 6 月 日本建築学会副会長の時代（1995－96）北海道大会の

とき谷先生ご夫妻とご一緒した この写真はその頃建築会館で 
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生の発案で開設された「建築設計原論」という

科目で、4 年生前期の選択科目を数年間担当し

た。その頃ときどき顔を合わせたが、“今の建

築デザイン教育はなっていない”という苦言を

折に触れて呈していた。 

 

古田君の病状の経過 

 

 東日本大震災が起こって間もなく、2011 年

の 5月、村山君が幹事の PILOTIS XVIII が完

成して皆が新橋の聘珍楼で集まった。そのとき

いつも存在感たっぷりの古田君の顔が見えな

い。欠席の連絡が誰にもなく、どうしたのか

な、と皆心配していた。 

  その後しばらく経って彼が入院中だと聞き、

驚きと共にやっぱりそうだったのかと心配が現

実となってしまった。綾子さんから、そっとし

ておいて欲しいとのことだったので誰もお見舞

いに伺うこともなく、数ヶ月が過ぎた。 

  病状が知らされたのは、その頃で、手術後一

時快復したと聞き、少し安堵していた。実は直

腸癌の手術後だったとのこと。直腸癌の手術は

完治するのが普通だが、古田君の場合はかなり

こじれたらしい。 たまたま消化器外科医の息

子に聞いてみたところ、それは多分直腸癌を取

り出した後の直腸を肛門と縫合するところが不

完全で、内容物が腹腔内に漏れてしまい、それ

を除去するのが大変で、命を落とすならその時

だ、ということだった。もしそれで治まったの

であれば、治癒するだろう、と言うので、それ

を期待していた。 

 ところがその後再手術となり、多臓器不全に

なったという。その後入退院を繰り返して、7

月 22 日に入院されたのが自宅を離れた最後で

あったとのこと。 

 この間ピロティの仲間は心配をし続けて、

2012 年の暮れに集まったときには、セカンド

オピニオンをという話も出た。でも皆からのお

見舞いとしてお花を差し上げることにして、お

届けを誠之助君に託した。われわれとして何の

お役にも立てなかったことが悔やまれる。 

 考えてみると、医療ミスの所為にするのも失

礼で、その前に病状が過度に進んでいたのでは

ないかと思われる。早期発見の可能性もあった

であろう。でもそれは個人の生き方で、それだ

け充実した生涯を送った故人としても、満足で

あったに違いない。高齢者となったわれわれ自

身の生き方として考えさせられる。 

 謹んでご冥福を祈る。 

          （2014 年 4 月 4 日記） 

    PILOTIS I 創刊号より復刻 

 
2009 年 10 月 蓼科行きの車中での笑顔 古田敏雄作「ピロティの仲間・蓼科旅行」のヴィデオから 

発刊に際して 

編集同人 

 少しづつ秋の深さが辺りに見出される今日です

が、相変らずお元気のことと存じます。 

 さて今度我々の group で、この貴重な fight の

ある若い日々に、見たり、聞いたり、考へたりし

た、いろいろのことを何等かの形でとって置きた

いとの声があり、雑誌みたいなものを作ろうじゃ

ないかといことになりました。長続きさせるため

になるべく手の掛らぬ方法でと云う意味から、先

ず始めは原稿を直接陽画にして綴ぢる考へです。 

号数を重ねる間にお互に discuss して独自の方向

も打出せると考へています。 

 何卒趣旨にご賛同の上軽い気持で書いて頂いて

我等の青春の或る断面を定着して見ようではあり

ませんか。 


